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TESL とフ ェ ミニ ズムの 交差点
一

フ ェ ミニ ズ ム の 教室をつ くる一

吉原令子

な ぜ 、 英語 を学ぶ の か ？

　 「や っ ぱ り TOEIC は 受 け た ほ うが い い で す よ ね 」「TOEIC で 何点 ぐ らい

と っ た らい い ん で すか ？」 と 、 最近、 大学生 か ら よ く質問さ れ る 。 こ こ

数年 に わ た る 、 大学生か ら中高年の サ ラ リー マ ン に い た る TOEIC 学習

ブ
ー

ム は異常 と しか思 え な い
。 そ もそ も 厂な ぜ 、英語を勉強する の か ？」

「英語 を 身に つ けて 何 を した い の か ？」 とい う学習 目的 が 問われな い ま

ま 、
「就職 に い い か ら」あ る い は 「査定 や 昇進 にTOEIC を導入す る企業が

増加 して い る か ら」 とい う理 由 で 、 英語を勉強す る 。 そ して 、 私た ち教

員側 も 、 効率 、 管理 、 ア カ ウ ン タ ビ リテ ィ を 中心 と した 市場原理が 教育

とい う現場に強調 され る 結果 、 教員 の 資質向上 や 生徒の テ ス トス コ ア上

昇が至 上命令 と され て い る 。 こ の よ うな傾向は 、明 らか に 日本の 大学や

企業 に お け る TOEIC 学習ブー ム を 引き起 こ して い る 。

　 しか し 、 英語 とは本来 「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの 道 具 」 で し か な い は ず

で あ る 。 英語 を道具 と して 使 い 、 教 え る 私たち に 求め られ て い る の は 、

TOEIC の ス コ ア を上げる こ とや 資格試験 に 合格 させ る こ とで はな い だろ

う 。 私た ち に本当 に求め られ て い る も の は 、
「変革」で あ る 。 教室 は 、 そ

れ ぞれ の 時代の 社会問題や 課題 に取 り組 む こ と に よ っ て 、そ して 、 自分

とは違 う習慣 ・知 ・文化が創 り出す 「差異」、 すなわち白人で な い こ と 、

男性 で な い こ と 、 労働者階級で な い こ と 、 ヨ
ー

ロ ッ パ 文化 を学習しな

か っ た こ とな ど と い う 「他者性 」が 提起す る新た な境界枠と 出会う こ と

に よっ て 、 自分が置か れた 「場 」 の 中で の 人間関係 ・利害 ・権力の 不 均

衡 な配分 に 対 して 「批判的意識」 を もち 、 自己変革や情況変革へ の 行動

を起 こ すため の 空間 とな るべ きで はな い だろ うか 。 少な くと も 、 私はそ

う あ る べ きだ と信 じて い る 。

　変革を もた らす批判的教授学の 系譜 は新 し く 、 1960年代 に ブ ラ ジ ル に
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お い て 抑圧 され た貧しい 人 々 の 自立／解放を目指す成人教育の 実践した 、

パ ウ ロ ・
フ レイ レ の 「解放 の 教授学 」 あ る い は 「希望 の 教授学」 と呼ば

れ る教授学理論 と実践 に端 を発す る 。 そ して 、 フ レイ レの 教育実践に 触

発 されて 、 多文化社会ア メ リカ におけ る新 たな変革的教育理論を開拓し

よ う とした の がヘ ン リ
ー ・ ジ ル ー で あ る 。 フ レイ レの 実践がブラ ジル の

農村地域 を中心 に 行われ た もの で あ る の に対 して 、 ジ ル
ー

は 多文化 ・多

人 種社会 ア メ リカ が 直面す る 課 題情況 に 対処す る た め に ふ さわ しい 独 自

の 教育理論や 実践を 展開しよ う と して い る 。 フ レイ レの 教育実践に触発

された の は ジル
ー だけで は な い 。 ブ ラ ッ ク ・フ ェ ミ ニ ス トの ベ ル ・フ ッ

クス もそ の
一

人で あ る 。 フ ッ クス は 、 フ レ イ レと 「行動す る仏教」 の 提

唱者で あ る テ イ ク ・ナ ッ ト ・ハ ン か ら強 い 影響 を受 け 、 彼女独特の フ ェ

ミ ニ ス ト的視点や実践 を統合す る こ と に よ っ て 、 現代 ア メ リカ 教育や文

化 に み られ る 諸問題 を批判 ・解釈 ・変容 しよ う とす る 。彼女 の 特徴 は 、 自

らが 語 る よ うに 、 反植民地的な 教授学 と批判的教授学と フ ェ ミニ ス ト教

授学を統合 させ たと こ ろ に あ り、 「自由の た め の 実践」と して の 「関係性

の 教育学 」 を 展開 した と こ ろ に ある 。

　 フ ッ クス が 唱 え る 「関係性 の 教授学 」を視野 に 入れ て 、 「なぜ 、 英語 を

学 ぶ の か 」とい う質問 を もう 渡 考 えて み た い 。 フ ェ ミ ニ ス トと して 、 英

語教員 と して 、 教育者と して 、 私は 「権力 に 抵抗す る ため に 、 そ して 、 シ

ス タ ー フ ッ ドや 連帯 （alliance） を築くた め に 、 英語 を学ぶ の だ」 と答え

る 。 こ の 論文で は 、 「なぜ 、英語 を学ぶ の か 」 と い う疑問か ら端 を発 し 、

英語 の 中に潜む権力関係や エ ン パ ワ
ー

メ ン トを分析 し 、 私自身 、 生徒と

して フ ァ シ リテ ィ タ と して 参加 し て い る 女性 の た め の 英語講座 「Colors　of

English」 で 行 わ れ た フ ェ ミ ニ ス ト教 授 法 を紹 介 した い 。 こ こ で 紹介 さ れ

る フ ェ ミニ ス ト教授法が 、 1 ク ラス 50人 も い る大学の 教育現場で 同じよ

うに実践で き る とは私も思 っ て い な い
。 しか し、少 しで も、 そ の ヒ ン ト

に なれば と願 っ て い る 。 そ して 、 こ の 論文が 、変革 が 求め られ て い る 教

育現場 に お い て 、 現在 、成 果 や 結 果 が 重視 さ れ 、 教 え る こ と を過 小 評価

す る ような傾向に一
石 を投 じる もの と なる こ とを願 っ て い る 。

権力 と エ ン パ ワ
ー メ ン ト

　 「グ ロ ー バ リゼ
ー

シ ョ ン 」と い う用語 が諸分野 にお い て 頻繁に用 い られ

て い る 。 英 語 は そ の グ ロ
ー バ リゼ

ー
シ ョ ン とは切 っ て も切れ な い 関係 に
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あ る 。
「グ ロ

ー バ ル ス タ ン ダー ド」と言えば聞こ えは い い が 、 と どの つ ま

り 「ア メ リカ ン ・ ス タ ン ダー
ド」で ある こ とは 誰 の 目に も 明 らか で ある 。

そ の 「ア メ リカ ン ・ ス タ ン ダー
ド」 を享受で きる 人間は 、 中流階級 の 白

人男性 、 異性愛 、 プ ロ テ ス タ ン トで ある 。 彼 らが 使 う言葉 こそ 、 オ
ー

ド

リ ・ロ
ー

ドが
一
マ ス ター ズ ・

ツ
ー ル 」 と例 え る 「標準英語 」 で あ る 。

「標

準英語」 を話す人 た ち の と こ ろ に権力が集中し、そ の 人たち が強い 発言

権を もつ
。 そ して 、第 二 言語 と して 英語 を教える 時 、 そ の 「標準英語」が

「正 し い英語 1で ある と い う考 えが 暗黙の 了解と して存在して い な い だろ

うか 。 ア メ リカの 中流階級 の 白人 が英語 が 「正 し い 英語 」 で 、 ア フ リカ

系 ア メ リカ人や ア メ リカ先住民や ヒス パ ニ ッ ク や ア ジ ア 人 が 話す英語は

「訛 りの あ る汚 い 英語」 「正 し くな い 英語 」 と い う二 項対立的構図をつ く

りだし、そ こ に 上 下関係 を導 入 し 、
「欧米 が優れ て い て 、 非欧米は劣っ て

い る 」 と い う価値観 を生 み 出 して い る 。

　 フ ッ ク ス は 、 英語が 言語以 上 の も の で あ る こ と を教えて くれ る 。

　標準英語 は 流浪 の 民の 言語 で は な い 。 そ れ は 征服 と支配の 言葉な

の だ 。 ア メ リカ合衆国に お い て標準英語 とは 、 数限 りな い 言葉、そ う

した 言葉の 織 りなす さ まざまな響き 、 もう決 して 耳 にす る こ との ない

先住民 の 話 し言葉 、ガ ラや イ ッ デ ィ ッ シ ュ の 話 し言葉 、 そ して そ の 他

の 多 くの 忘れ去 られた 話 し言葉 の 喪失を覆い 隠す仮面な の だ 。

1

　英語 は 「征服 と支配 の 言葉 」で あ る とい う フ ッ ク ス の 言葉 を深 く受け

とめ る こ とで 、 私は英語 と い う言語 そ の もの で は な く 、
「標準英語 」を使

う 言語行為 に よ っ て 弱者は 抑圧 されて い る の だ と い う こ とが わか る よ う

に な っ た 。 英語 は 征服す る ため の 武器で あ り 、 英語が話せ な い 人 々 を恥

じ入 らせ 、 さげす む効果 を発揮す る 。

　　だ か ら とい っ て 、 私は 、英語 を勉強する な と言 い た い の で は な い 。 そ

れ ど こ か 、 こ う い っ た権力に抵抗する ため に 英語を学んで もらい た い と

思 っ て い る 。
「標準英語 」を話す人たち だけが 「正 しい 」 と思 わせ る英語

文化帝国主欽 に 挑むた め に 、 当た り前 と思 わ れ て い る慣習や 文化 を暴 き

抵抗す る ため に 、 英語 は抵抗 の 言語 とな りえる し 、 まだ まだ有効な道具

で あ る 。 そ して 、 ア ドリエ ン ヌ ・ リ ッ チ が詩の
一 節で 「支配者の 言葉で

あ っ て も、あ な た に 語 りか け る た め に わ た しに は こ れ が 必要 」
2 と語 る よ

10

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Engaged Pedagogy Association

NII-Electronic Library Service

The 　Engaged 　Pedagogy 　Assoolatlon

うに 、女性同士 の 連帯や 政治的連帯 を築 くため に英語 は 必要な言語なの

だ 。 道具 と して 英語 を使 うこ と に よ っ て 、 地球上 の 女たちは自分たちの

体験を語 り合い 、 共有 し 、 お互 い にエ ン パ ワ
ー

メ ン トを与え合える 可能

性 を もっ て い る 。 私は 、 そ ん な 可能性を 、 た とえ英語が支配者 の 言葉で

あ っ て も潰 した くな い 。

女性 の た め の英語講座 「Colors 　 of 　English」 の 多様性

　1996年秋 に朴和美さん の 発案で 、 成人教育 と して 、女性の た め の 英語

講座 「Colors　of　English」 が始ま っ た 。 私は開講以来 、 生徒 と して 、 フ ァ

シ リテ ィ タ と して 、 そ して 、
『やさ しい 英語 で フ ェ ミニ ズム 』の 監修者と

して 、 講座に参加して き た 。 そ こ で 得た フ ェ ミ ニ ス ト教 授 法 を紹介 した

い 。 そ の 前 に 、 こ の 講 座 の 目的 と ク ラ ス ル ー ム の 多様性 （diversity）に つ

い て 少 し触れ て お き た い 。

　講座名 「Colors　of　English」 を訳す な らば 、
「色と りど りの さ まざ ま な英

語 」 に な る か も しれ な い が 、た ぶ ん そ れ で は本当 に意味す る と こ ろ が伝

わ らな い と思 う 。 フ ェ ミニ ズ ム 用 語 の 中 に 「women 　of　color」 と い う言葉

があ る 。 ア ン ジ ェ ラ ・ デー ビス は 、 women 　of　color を生物学上の 概念で も

人 種的ア イデ ンテ ィ テ ィ で もな く 、 あ る政治的課 題 を共有す る 女た ち の

コ ミ ュ ニ テ ィ を指すポリテ ィ カ ル ・ アイデ ン テ ィ テ ィで ある と し、「有色

人 種 の 女性 （colored　women ）」 とは区別 して い る 。

3 「Colors　of　English」 に

も二 つ の 政 治 的理 念 が あ る 。 ひ とつ は 、 英語 は ひ とつ で は な い と い う こ

とで あ る 。 中流階級 の ア ング ロ サ ク ソ ン系白人が 話 す英語が 「正 統 な 英

語 」 で 、 非白人 が話す英語は 「正 統 で はな い 英語 」 と い う考え に は陥 り

た くな い とい うこ とで ある 。 したが っ て 、
「Colors　of　English」 で は 、 ゲス

トス ピ ー カー と して 、 ア メ リカ人 （ア ン グロ サ ク ソ ン 系 、 ア フ リカ系 、 日

系 、 韓国系）、イ ギ リス 人 、 カ ナ ダ 人 、 イ ラ ン 人 、 フ ィ リピ ン 人 、 ドミニ

カ 人 女性た ち をゲス トス ピ ー カ ー と して 招待 して きた 。 人種／民族や国

籍だけで は な く 、 階級 も性的指向 もで きるだけ広範囲に渡る女性た ち を

招 い て きた 。 も うひ とつ は 、 デ
ー ビス が 語 る と こ ろ の 「ポ リテ ィ カ ル ・

ア イ デ ン テ ィテ ィ 1 を 共有 で き る場所 を築 き た い と い う こ と で あ る 。

ジ ェ ン ダー
、 セ クシ ュ ア リテ ィ 、 人種／民族 、 階級な どが複雑に入 り組

ん だ社会問題 に 自覚的に な り 、 そ して 、 参加 した女性たちの 経験 を大事

に しつ つ 英語 を学べ る 場所を つ く りた い と願 っ て い る し 、 現在進行形 の
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行為で あ る 。

　フ ァ シ リテ ィ タだ け で は な く 、
「Colors　of　Englishjの 生徒 もま た多様性

に 富 ん で い る 。 今まで参加 した生徒は 、 在日コ リア ン女性や 日本人女性

や イ ラ ン女性と い う民族的な違 い だけで は な く、性的指向も階級も学歴

（高卒 、 大卒 、 大学院卒）も年齢もさ まざまで ある 。 語学レベ ル も 、留学

経験者を含む 上 級 レベ ル か ら初級 レベ ル まで さ ま ざ まで あ る 。 しか し、

英語が で き る／で き な い で 、 自他 を差別化／序列化す る 意識をつ くらず 、

女性を取 り巻 く社会問題 を英語 で 語れ る ように な りた い とい う信念 の も

とで女性た ちが集まっ た こ とは 、 序列 をつ くらな い ／女が分断され な い

コ ミ ュ ニ テ ィ を体現化 で きた こ とを意味して い る 。

　これか ら紹介す る 教授 法が 大学 の 英語教育の ク ラス ル ー
ム にすべ て 導

入 で き る とは私も思 っ て い ない 。 ク ラ ス の 大き さ も 、 フ ァ シ リテ ィ タや

生徒の 多様性も 、 生徒 の モ チ ベ ー シ ョ ン も 、 生徒 の 語学力も、 すべ て が

大学 の 英語教育の 教室 とは違 うの だか ら…
。 しか し 、

い くつ か ヒ ン トに

な る 、 あ る い は 、 取 り入 れ る こ とが 可 能 な 教授 法 が あ る の で は な い だ ろ

うか 。 そ の
一

助に なれば と願 っ て い る 。

〈ケ ー
ス 1 ＞安全な場所 をつ く る

　女性問題 を語る とい う こ とは 、

「私」の 「女」 と して 経験 を語 る こ とで

もあ る 。 だか ら こそ 、 安全な場所づ く りは フ ェ ミニ ス ト ・ フ ァ シ リテ ィ

タ に と っ て は絶対 に無視する こ とがで きな い 。 い っ た い
、 どうした ら私

た ちは フ ェ ミ ニ ズム を語 る た め の 安全 な 場所をつ くる こ とが で き る の だ

ろ うか 。 ひ とつ は力を分か ち合う こ と 、 そ して もうひ とつ は沈黙を理解

す る こ とで ある 。

　私たちの 社会が 決 して 平等 主義 で ない よ うに 、 教室 の 中 も また平等で

は な い 。 私た ち フ ェ ミ ニ ス ト ・
フ ァ シ リテ ィ タは 、 誰が 社会で 力 を も っ

て い る の か と い うこ とに 敏感で あ る よ う に 、 教室 の 中で もそ の こ と に 敏

感 で あ る べ き だ 。 教室 の 中で 、 い っ た い 誰が 力 と権力 をも っ て い る の

か ？　そ れ は 、 教師で あ り 、 日本人の 中流階級出身の 異性愛の 男性 （マ

ジ ョ リテ ィ の 生徒）で ある 。 力が な い 者は 、 生徒で あ り、ジ ェ ン ダ
ー

、 性

的指向、 民族 、 人種 、 階級 、 年齢 、 身体的障害などを基盤と したマ イ ノ

リテ ィ の 生徒で あ る 。

　英語講座 「Colors　of　English」 で は 、
「教師 」対 「生徒 」 と い う力関係 を
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崩す た め に 、 教師 を 「先生 （teacher）」 と呼ぶ の をや め 、
「フ ァ シ リテ ィ

タ （facilitator）」 と呼 ぶ こ とに した 。 そ して 、 伝統的な教室を壊すため に 、

み ん なが 円 を描く よ うに座る こ とに した 。 こ の ような こ とは表面的な こ

とで は あるが 、 伝統的な教室 （先生は教壇 に 立ち 、 生徒は そ の 前に列 に

な っ て 座 る と い う形）で しか教育を受けて こ なか っ た女性た ち に と っ て 、

フ ァ シ リテ ィ タ と生徒 が
一

緒 に 円 にな っ て す わ る と い う経験 は 、 平等 と

い う意識を高める こ とにつ ながる と思 わ れ る 。 また 、 ℃ olors　of　English」

に参加 して くれた フ ァ シ リテ ィ タは 、 フ ェ ミニ ス ト教育者 と して の 己を

十分 に理解して い る 人 が多か っ た の で 、 自らが 率先 して リス ク を負 っ て

くれ た こ とが安全な ス ペ ー
ス づ く りに役立 っ た 。 フ ァ シ リテ ィ タたちは

自らの 性的指向 、 民族／人種 、 階級な ど の 出自や経験 を 語 る こ と に よ っ

て 、 生徒 にだけ に リス クを負わ せ る よ う な こ と は しな か っ た 。そ の た め 、

セ ッ シ ョ ン ご との 最初 の 講座 は 自己 紹介 に 十分 な時間を と る よ う に した 。

ま た 、 フ ァ シ リテ ィ タの 中 に は 、柔 らか い 色 と り ど りの ビニ
ー ル の ボー

ル を教室 に も っ て きて 、 ク ラ ス メ
ー

トの 名前をお 互 い に呼び合い なが ら

キ ャ ッ チボー ル をす る こ とに よ っ て 、 そ の 場 を和 ませ くれ た 人 も い た 。

また 、 チ ョ コ レー トの M ＆M を配 っ て 、 取 っ たチ ョ コ レ
ー トの 個数分だ

け 自分 の こ とを話す とい う試み もあっ た 。 どの 方法 も 、
「教師」と 「生徒」

とい う上 下関係を崩 し、 力を 分か ち合う こ と に 役立 っ た 。

　 しか し 、

一
方で 、 沈黙 を守 る 女性た ち も教室 に は 存在す る 。 沈黙す る

に は そ れ な りの 理 由が ある 。 ミ ニ
・オ

ー
ナ

ー
は論文 「解放教育 に お い て

生徒の 声を妨げて い る もの ：フ ェ ミ ニ ス トの ポス ト構造主義的視点」で 、

以下の よ う に 語っ て い る 。

　生徒た ちが語る の は安全 で はな い と思 う時が あ る 。 ある 生徒の ボ

ディ
・ラ ンゲー ジが他 の 生徒を脅かすとき 、 そ して 、 教師 が援護者

とは思 え ない とき で ある 。

4

　フ ァ シ リテ ィ タ はそ の 女性の 沈黙を理解し 、 尊重 しなければな らな い
。

あ る フ ァ シ リテ ィタ は 、 会話 をせ ず に 、 沈黙 を破 る方法が あ る こ と を教

え て くれ た 。 彼女は 、 大きな模造紙を もっ て きて 、 そ の 日の テ
ー マ に つ

い て 自分 の 思 う こ と／考えをア トラ ン ダム に書か せ た 。 そ れ まで 沈黙 を

守 っ て い た 生徒は 、 好 き な色の ペ ン を とり 、 自分 の 思 い を模造紙に書き
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始め た 。 また 、 他 の フ ァ シ リテ ィ タ は ジ ャ
ー ナ ル を つ け る こ と をすす め

て くれ た 。 書 い て きた ジ ャ
ー ナ ル を 生 徒間 で 交換 し 、

コ メ ン トを書 き添

え る と い う も の だ 。 書 く と い う試 み を 通 して 私 が 学ん だ こ とは 、 英語 を

話す こ とが他の 英語 の 技能 よ りも優れ て い るわ け で は な い こ と 、 口 に 出

して 語 る こ とだけが沈黙を破 る こ とで は な い とい う こ とだっ た 。

〈ケ
ー

ス 2 ＞抵 抗 の 手段を学ぶ た め に ／他者 を理解す る ため に

　TESLの 分野 で は 、ロ
ー

ルプレイ の 効果はす で に実証済み で 、多 くの 教

師が英語教育で 採用 して い る 。 あ る 状況を設定し 、 想定され る会話を繰

り返す こ とに よ っ て 、 自発的に会話／応対が で き る よ うに な る こ とが

ロ ー ル プ レイ の 目的で あ る 。 しか し 、 英語講座 「Colors　of　English」 で は 、

抵抗手段を学 ぶ ため の
、 そ して 、 多様な女性 の 立場を理 解する た め の

ロ ー ル プ レイを行 っ た 。

　た とえば 、
「夫婦別姓 は 認 め られ る べ きか 」を議論す る とき 、 グル ー プ

1 は夫婦別姓反対派を 、 グル ー プ 2 は夫婦別姓賛成派 を演ずる 。 こ の よ

うな ロ ー ル プ レイは 、 夫婦別姓反対論者 に ど う抵抗 した らい い の か を学

ぶ こ とが で き るば か りで は な く、夫婦別姓反 対論者 の 考 え や 差別構造 を

分析す る こ とが で きる 。 ロ
ー

ル プ レイ の 後 、　 つ の グル ー プに な っ て も

う
一

度語 り合 い 、 夫婦別姓 を望 む女性 は どん な女性た ち な の か 、また 、 日

本 の 税制度や 福利厚生な どとの 関連 に つ い て 分析す る 。

　また 、 多様な女性 の 立場を理解する ため に 、 4 、 5 グル ー プ に分けて 、

ロ
ー

ル プレイ を行う こ ともで き る 。 た と えば 、
厂ポル ノ グラ フ ィ の 是非」

に つ い て 語 る とき 、 グ ル
ー

プ 1 は カ トリッ ク教徒 の ア メ リカ人女性 を 、

グル
ー プ 2 は レズ ビア ン 女性を、グル ー

プ 3 は 日本人女性を、グル ー プ

4 は 元セ ッ クス ワ
ー カー

を、グル
ー プ 5 は タイ 人女性を ロ

ー ル プレ イ と

して 演 じる 。 この よ うな ロ ー ル プレイを演 じる こ とに よ っ て 、 私た ち は

自分と は違う立場の 女性の 考えを想像 し理解す る こ とがで きる 。 同時に 、

自分 が他者 に もつ 固 定観念 に も気づ くか も しれ な い 。

〈ケ ー R3 ＞エ ン パ ワ
ー

メ ン トを鍛える

　自己 主 張 をす る こ とは エ ンパ ワ
ー メ ン トにな る 。

エ ン パ ワ
ー

メ ン トと

は 、 そ れ ぞれ の 女性が も っ て い る 「内な る 力」を 引 き 出す こ とで あ る。 堀

田碧は エ ッ セ イ 「女と力」 で 、
「『内な る 力』 は 、 まず何 よ り も 自分 の 内
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か ら発 して 自分を支え る 力 、 自分の な か か ら湧 き出て く る 力だ 。 そ れ は 、

結果 と して 、他人 に影響 を与 え た り、他人を動か し た りす る こ とがあ る

が、 も と も と 『他 人の ため 』 で は な く、 『自分 の た め』 の 力 。 つ きつ め て

考 え る と 、 き っ とそ れ は 人 間 を 人 間 た ら しめ て い る も の 、 生命 の エ ネル

ギ ー
の 輝きの よ うな も の か も しれ ない 」

5 と語っ て い る 。 で は 、 私た ち は 、

TESL とい う現場 で 、 こ の 「内な る 力」 を ど う鍛えた らい い の だ ろ うか 。

あ る フ ァ シ リテ ィ タ は 、 次 の 週 に 、 トピ ッ クは 何 で もよ い か らス ピ ー
チ

をす る よ う に と言 っ た 。 ス ピー
チ の 仕方も 、 欧米の ス ピー

チ形式に は こ

だわ らず 、 自分 の 好きな形式 で 話 し 、 詩や引用文を読んで もよ い と い う

もの だ っ た 。 当 日 、 生徒た ちが 話 した トピ ッ ク は 、 日本 の 女性 の 社会進

出 、 シ ン グル マ ザ ー
、 在 日の 女性 の 状況 と い っ た 女性 問題 か ら 、 好き な

女性 ア
ー

チ ス ト （画家、音楽家、俳優）の 紹介とさ ま ざまだ っ た 。 また 、

話す の が 得意で は な い とい う生徒は詩 を読んだ り 、 本 の 中の
一

節を読 ん

だ り し た 。 ス ピ
ー

チ と い う行為か ら私た ち 生徒が学 ん だ こ とは 、「内な る

力 」を 引 き 出す こ とで あ り 、 他 人 に 影響 を与 え る こ と だ っ た 。 そ し て 、 聞

か れ る こ との 喜びで あっ た 。 今ま で 、 聞か れ る こ との なか っ た 声 を発す

る 、 あ る い は 、 聞 くに よ っ て 、 私たち は私た ちの もつ 可 能性を解き放ち 、

変わ る こ とが で きる 。 ス ピ ー
チ は エ ン パ ワ

ー
メ ン トを 引き出す手段 の ひ

とつ で あ る 。

〈ケ ー
ス 4 ＞ 自分 の 中の 偏見や 差別意 識 を乗 り 越 え て

　 レイプ、セ クハ ラ 、 ドメス テ ィ ッ ク ・バ イオ レ ン ス 、 同性愛 、 更年期

な どの 女性を と りまく性的な問題 には 、 必ず神話が存在す る 。 た とえば 、

レイプを取 り上げれ ば 、
「多くの レイプ事件は道ば た で起 こ り 、 知 らな い

人 に よ っ て 引 き起 こ され る 」や 「年取 っ た 女性 は レイ プ され な い 」や 「女

性 の 服装や 振 る舞 い が 挑 発 的だ と レイ プさ れ る 」 と い っ た 神話 が 存在す

る 。 教室 で 、 何が 神話で事実か を話し合う こ とに よ っ て 、 自分 の 中の 偏

見 に 気 づ くこ とが あ る 。 自分 の 中に 潜む偏見や差別意識に気 づ くこ とは

決 して 心地 よ い こ とで は な い が 、 気 づ か なければ他者 を理解す る こ とは

で き な い 。

　私は大学院の 学生だっ た頃、アメ リカで 人種差別反対デモ に参加した

こ とが あ っ た 。 参加者 の ひ と りで あ っ たある 黒人男性は 「私たち はみ ん

な 人種差別者な の だ 。 私もだ 。 で も 、 そ こ か らス タ
ー

トしな け ればな ら
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な い 」 とデモ 者たちを前 に 語 っ た 。 自分 の 中 に 潜む偏見や 差別意識 に 気

づ い て い な が らも知 らぬ ふ りを して きた私に と っ て 、 彼 の 言葉は シ ョ ッ

クで あ っ た 。 しか し、 自分 の 偏見や差別意識を認め る こ とは 、私 に 私 自

身が変わ る こ とを 教 えて くれ た 。 自分自身が変わ る こ とで 、私た ち は 自

分が 属 さな い 被抑 圧者グル ー プ と も連携す る こ とが で き る 。 チ カ ナ ・

フ ェ ミ ニ ス トの グロ リア ・ア ン サル ドゥ
ー

ア は 「私たちはみんな同 じ抑

圧 を も っ て い る わ けで は な い が 、他者 の 抑圧 に 共感す る こ とがで きる 」
6

と語 る よ うに 、 た とえ抑圧 の 体験 が 同
一

の もの で な い と して も、政治的

課 題 の 分有 に おい て 他 の グル ー プと連携で き る可能性が あ る こ と を教え

て くれ て い る 。

私 は 「あなた」 の た め に何がで き る の だ ろうか

　 個 際会議 に 行 っ たけど 、 世界 の 女性 た ち と思 うよ うに交流が で き な

か っ た 」 あ る い は 「こ の 前、 会 っ た 外国 人 に、 日本 に い る 女性 の 状況 を

も っ と説明 しか っ た の に …
」 と い っ た 「あな た」 の 悲鳴 を何度聞い た こ

とで し ょ う。 私は 「あなた 」 に 何 が で き る の だ ろ うか 。

　私は 偶然 に して 、 ア メ リカ合衆国 に留学で き る 機会 に恵 まれ た 。 英語

は ア メ リカ合衆国で 生 きて い くため の 道具で しか なか っ た とは い え英語

を習得 し 、 女性学を専攻 した D そ して 、 現在 、 英語 を教え る とい う仕事

に 就 い て い る 。 女性学は私に 見 え な い もの を 見 え る よ うに して くれ た 。

そ して 、 自分か らス タ ー トする こ との 大 切さ を教 え て くれ た 。 私だけで

は な く 、 多 くの 女性た ちの 共感 を よ ん だ フ ェ ミ ニ ズム は 、 新し い 局面 を

迎え 、 フ ェ ミ ニ ズム ズと複数形 で語 られ る ほ ど多様化 した 。 それ は 、
「女」

と い うだけで は も う連帯 で きな い 困難 さ を表 して い る 。 女性間に横た わ

る 差異 、た とえば 、第
一

世界対第 三 世界 、 キ ャ リア ウ ー マ ン対専業主婦、

英語 が で き る ／で きな い 、 な どは 、 女を序列化 し 、 分断 して し ま っ て い

る 。 しか し、

一
方で 、 差異を差異と して 認め 、 序列化 しな い ／分断され

な い 関係 を求 め て 、課題 に よ っ て は 自分が属さない 被抑圧者グル ー プと

連帯す る可能性 を模索す るグ ロ ー バ ル な動きが あ る 。

　私は 、「わ た し」（自分が 属す る 被抑圧 者グル ー プ）た め に 、 そ して 、
「あ

なた」 （自分 が 属さな い 被抑圧 者グル ー プ）の 援護者 （Alley）に な る ため

に 、 抵抗 と連帯 の 手段と して 英語 を学び 、 教えた い
。
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At the Crossroads of  Feminism and  TESL

            
-

 Creating a Feminist Classroom -

Reiko Yoshihara

Translated by Barbara Summerhawk

Why  Stu(ly English?

    
"I

 guess I'd better take TOEIC"  and  
"What

 kind of  score  should  I get on

TOEIC?"  are  what  we  hear from university  students  recently.  Fbr several  years

now,  no  one  thinks it unusual  that everyone  from university  students  to older,

salaried  workers  are  caught  up  in this "study

 for TOEIC"  boom.  Without much

of  a  purpose for studying  English, people are  taking it up  for such  reasons  as

"It'Il

 help in the job hunt" or  
"Companies

 that use  TOEI(] scores  fOr hiring and

promotion are  increasing." Further, c)assroom  education  has been strongly

influenced by market  principles, especially  pertaining to eff'iciency,  management,

and  accountability.  As  a  result,  there is pressure on  us  who  are  educators  to

improve our  abilities  and  increase test scores  of  our  students,  and  this is behind

the TOEIC  boom.

     In reality, English isjust a  tool for communication.  
r(b

 use  English as  a

too1, we  who  teach English are not  interested in just raising  TOEIC  scores  or

passing examinations.  What we  are  really  encouraging  is 
"change."

     As we  teach about  social problems and  issues through  various  periods in

history, customs  and  knowledge  that are  different from our  own,  we  come  to

realize  we  are not  white  male,  have not  been raised  in European culture, are  not

working  class, but instead, we  are  
"other,"

 and  through  this awareness  of  our

being "otheg"  the classroom  can  become a place in which  we  can  change  ourselves

and  our  situations  as  we  develop a  strong  critical consciousness  with  regard  to

the imbalance in power and  privilege in human relationships.

     The genealogy of  this critical  pedagogy that encourages  reform  originates
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in the theory and  practice of  Brazilian Paulo Freire's 
"Pedagogy

 of  Liberation"

and  
"Pedagogy

 of  Hope"  developed in the 1960s out  of  his adult  education  that

pointed toward  liberation for the poor and  oppressed.  Freire's new  educational

methods  set off  refbrm  and  encouraged  a new  radical educational  theory by Henry

Giroux in multicultura1  America. Whereas  Freire's practice was  centered  in the

peasant villages  of  Brazil, Giroux wanted  to create  a suitabie,  original  theory and

practice for a multiracial  American society  so  it could  face its problems. Giroux

was  not  the only  person to be infiuenced by Freire. Black feminist bell hooks

was  another.  Borrowing from Freire and  the 
"Socially

 Engaged  Buddhism"  of

Thich Nhat Hanh, hooks integrated her unique  feminist viewpoint  with  practice

and  changed  the appearance  of  the way  present-day American  education  and

culture  criticize,  solve  and  reform  various  problems. Her distinctive mark  is the

integration of  anticolonialist  pedagogy, critical pedagogy and  feminist pedagogy,

unfolding  a 
"practice

 of  freedom" and  
"engaged

 pedagogy." wnile chanting  the

praises of  hooks' '`engaged  pedagogy," I want  to reconsider  the question, 
"Why

learn English?"

     As  a  feminist, an  English teachcr and  educator,  I would  answer,  
"I

 learn

English to resist  authority,  and  to build alliances  through  sisterhood."  In this

essay,  I would  like to introduce a feminist pedagogical method,  starting with  the

question, 
"Why

 study  English?", analyzing  the connections  to power  and  authority

that 1urk in English, and  empowerment,  as  a  student  and  facilitator of  an  English

class  fOr women,  
"The

 Colors of  English." l do not  think that we  can  use  the

same  method  of  this feminist pedagogy  in a university  class where  there are

more  than  50 students.  Nonetheless, I hope through  a hint here and  there that

things  can  change  a  little. Finally, perhaps this essay  can  be like a  stone  cast  into

the waters  where  education  reform  is being encouraged,  with  its rippling effects

being gis;en careful  consideration.

Power and  Empewerment

     
"Globalization"

 is a  frequently heard catchphrase.  English is connected

to whether  you can  be a  part of  this globalization or  not. It may  be okay  to speak

or  to hear of  
"global

 standards,"  but clearly, to everyone  that means  an  
"American

standard."  The people who  can  use  that standard  to perfection tend to be white,
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middle-class,  heterosexual male  Protestants. The  words  they  use  are  whatAudre

Lorde compared  to the 
"master's

 tools," Power is concentrated  in those people
who  speak  

"standard
 English" with  those people having a  strong  right to speak.

And  when  teaching  English as  a  second  language, don't we  have a  silent

understanding  that this 
"standard

 English" is actualty  
"correct

 Engiish"? American

white  middle-class  English is the correct  English. That the English ofAfrican-

Americans, immigrants, Hispanics and  Asians is "accented,

 unclear  English,"
"incorrect

 English" becomes a secondary  message  of  our  teaching; we  Iearn the

vatue  of  rank  with  Europeans andAmericans  as superior  and  non-Europeans  and

non-Americans  as  inferior.

     Standard English is not  the  speech  of  exile.  It is the language of  conquest

     and  domination; in the  United States, it is the  mask  which  hides the  loss

     of  so  many  tongues, all those sounds  of  diverse, native  communities  we

     will  never  hear, the speech  of  the Gullah, Yiddish, and  so  many  other

     unremembered  tongues.i

We  catch  the meaning  of  hooks' words  that English is "the

 Ianguage of  conquest

and  domination"; it is notjust  that l have to speak  English, we  can  understand

that powerless people are  oppressed  by having to conform  their speech  to 
"standard

English." It is a weapon  that English uses  for control, shaming  people who  can't

speak  English, demonstrating this degrading effect.

    I'm not  saying  
"stop

 studying  English." Rather. I think l'd like to learn

English in order  to resist  this powen  
rlb

 resist  notjust  the idea imposed by English-

language culture  imperialism that only  people who  speak  
"standard

 English"

speak  
"correct

 English," but also  to aggressively  oppose  the idea that we  are

supposed  to accept  its customs  and  culture  as  normal.  English can  be an  efl'ective

tool of  resistance.  AsAclrienne Rich says  in one  of  her poems, 
"Even

 though it is

the master's  language, I need  this in order  to speak  to you,2 
"

 women  need  English

to build political and  personal solidarity  among  women.  Using English as a tool,

it is possibie for the women  of  this world  to share  their experiences,  find their

commonality,  and  mutually  empower  each  other. I don't want  to crush  that kind

of  opportunity.
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The  Diversity of  
"Co}ors

 of  English" Class for VVomen

    The  
"Colors

 of  English" class  got its start  in l996 by Hwami  Park. I've

participated in this class  as  a student,  as  a  superv;sor  for "Feminism

 in Easy

English," and  as a facilitaton From this experience,  I'd like to introduce feminist

pedagogy, but before that I'd like to talk a little about  the purpose of  this class

and  the diversity in its classroom.

    If we  translate 
"Colors

 of  English," it may  become  the various  tints and

hues of  English, but it probably doesn't stop  there. Within the discourse of

feminism is the term  
"women

 of  colon"  Angela  Davis distinguishes between
"women

 of  color,"  which  defines more  simply  biology, or  a  racial  identitM but

unites  women  who  share  common  political agendas  as a political identity; and

"colored

 women,"  who  are  women  of  a race  or  color.3 
"Colors

 of  English" also

has two  poiitical agendas.  One is that there is no  one  kind of English. Wic: don't

want  to fall into thinking that the English of  white  middle-classAnglo-Saxons  is

the  
"legitimate

 English" and  that nonwhite  people's English is 
"illegitimate."

Consequently, 
"Colors

 of  English" has entertained  guest speakers,  vvomen  from

America (Anglo-Saxon, African-, Chinese-, Korean-, japanese-), English,

Canadian, Iianian, Filipino, and  Dominican  women  as well.  We've  asked  women

who  cannot  only  teach something  on  race,  ethnicity  and  nationality,  but also

have a  wider  understanding  of  ciass and  gender issues. One more  ideal we  have

is to provide a  space  for women  to share  what  Davis calls 
"political

 identity"

We  want  to create  a  place where  women  can  integrate their personal experience,

subjectively  connecting  it with  the  complexity  of  social problems such  as  race,

class and  ethnicity.

    Not just the facilitators reflect the diversity of  
"Colors

 of  English," the

students  do also.  Among  the students  who  have participated so  far, there have

been not  just ethnic  diversity such  as  Japanese-born Koreans, Japanese and

Iranians, there has been a  great deal of  diversity in sexual;ty, class, educational

levels (high school,  university,  graduate school)  and  age.  There are  also various

linguistic leveis represented,  from highly competent  women  who  have studied

overseas  to beginners. We  do not, howeveg divide ourselves  by those who  can

and  cannot  speak  English; we  have gathered women  who  believe that we  should

not  discriminate or  create  hierarchies but be able  to discuss social  problems
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surrounded  by women;  we  personify a community  in which  we  do not  divide or

rank  women.

    The  next  few pedagogical methodsI  want  to introduce are  not  really

applicable  to university  English education,  partially because the class  size,  the

diversity of  facilitators and  students,  student  motivation,  and  student  linguistic

ability are all dififerent from university  class situations. Nevertheless, through

several  hints l'd like to suggest  possible methods  that may  be applicable.  I hope

they will  be of  help.

Case 1: Making  a  safe  place.

    In our  discussion of  women's  problems  we  talk about  our  personal

experiences  as 
"woman."

 Thus  we  absolutely  cannot  ignore the importance of  a

feminist facilitator in the creation  of  a safe space.  How  can  we  create  a safe

space  in which  we  can  discuss feminism? One  way  is sharing  power  and  another

is understanding  silence.

    Just as  there is not  equa}ity  in society,  there is not  equality  in the  classroom.

We  feminist facilitators must  be aware  of  who  has power in society  and  we  must

be sensitive  to this in the classroom.  In the ordinary  classroom,  who  has power
and  authority?  They  are  the  teachers and  heterosexuai Japanese men  from middle-

class  backgrounds (the majority  of  students).  People without  power  are students,

and  students  who  differ from the mainstream  and  are  minorities  in terms of  sexual

orientation,  gender, ethnicity, race,  class, age,  and  physical ability.

    In order  to break down the teacher vs.  student  relationship,  the 
`

℃ olors  of

English" class stopped  referring  to the teacher as  Sensei and  instead called  her
"facilitaton"

 And  to break up  the traditional classroom,  everyone  s;ts in a circle.

These  are  all superficial  changes,  but it is thought  that  the experience  of  the

facilitator and  students  sitting  together in a  circle  helps raise  consciousness  about

equality  for women  who  have only  received  an  education  in the traditional

classroom  (the teacher stands  at the podium and  the students  sit in rows  in front

of  him or  her). Again, the facilitators who  have participated in "Colors  of  English"

have been people who  understand  themselves as  feminist educators,  so  they have

been suocessful  in taking the initiative and  reducing  risk in creating  a  safe  space.

Since facilitators tell of  their own  experiences  in terms  of  sexual  orientation,
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ethnicity!race, class,  students  feel as less threatened in taking a  risk. 
'Ib

 help this

process, each  session  begins with  adequate  time for self-introductions.  There

was  even  one  facilitator who  brought varled-colored  plastic balls to class  and

each  person tossed a ball to a classmate  while  calling  her name  to make  for a

relaxed  atmosphere.  Then there was  the time we  tried having M&M  chocolates

and  however many  you drew, you had to speak  for that many  minutes  about

yourself. Whatever method,  we  were  successful  in challenging  the top-down

relationship  between "teacher"

 and  
"student."

    At the same  time, however, there are  women  who  want  to protect their

silence  in the classroom.  Mini Orner, in her essay  
"Interrupting

 the Calls for

Student ivbice  in 'Liberatory'

 Education: A  Feminist Poststructuralist Perspective,"

has this to say:

     There are  times  when  it is not  safe for students  to speak:  when  one  student's

     socially  constructed  bedy language threatens another;  when  the teacher is

     not  perceived as  an  ally.4

The  facilitator shouid  understand  and  respect  a woman's  siience. There was  a

facilitator who  taught us  that it is notjust  in speech  that a woman's  silence  can  be

violated.  She brought big sheets  of  butcher paper to class and  called  on  students

at random  to write  a theme  for the day's discussion. Students who  until  then hacl

understood  they could  remain  silent  took  colored  felt-tip pens and  began to write

on  the paper. Another facilitator encouraged  students  to keepjournals. What

students  wrote  in theirjournais was  then to be shared  with  the others,  and  other

students  could  write  comments.  Through  this trial by writing,  I learned that

speaking  abillty isn't necessarily  superior  to other  abi1ities,  and  one's  silence  can

be violated  not  just through the spoken  word.

Case  2: [lb understand  others,  to learn of  resounces  for resistance.

    Role playing has long been one  of  the TESL  methods  used  by many  teachers.

The  purpose of  one  established  practice is to assign  some  hypothetical dialogue

and  do role-plays  to be able  to personally deal with  the assigned  problem. The
"Colors

 of  English," however, does role-plays  in order  to understand  viewpoints

of  women  from diverse backgrounds so  that we  might  learn ways  of  resisting

authority.
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    For example,  when  discussing 
"Should

 different surnames  be allowed  for

married  couples?",  group one  opposes  the idea while  group  two  supports  it.

Through this kind of  role-play,  we  learn no{  only  how  we  can  best answer  those

people opposed  to different surnames,  but also  how  to analyze  the  opposition's

way  of  thinking and  the structure  of  its discrimination. After the role-play,  al1 of

us in one  group discuss what  kind of  women  want  to use  different surnames  from

their husbands, and  analyze  the Japanese income tax system  and  welfare  in

connection  with  this.

    Another method  to build understanding  of  diyerse backgrounds of  women

is to break into four or  five groups. Then, for example,  when  discussing
"Pornography,

 right or  wrong?"  one  group takes an  American Catholic svoman's

point of  view,  group two  a  lesbian 's,  group three a Japanesc heteroscxual woman's,

group fOur a  former sex-worker's,  group five a  Thai woman's,  and  then we  do a

role  play. Doing this kind of  role-play  allows  us  to imagine as  well  as understand

the standpoints  of  women  dififerent than ourselves.  We  also  may  learn the way

we  stereotype  others.

Case 3: Tb  forge empowerment.

    Being able  to assert ourselves  empowers  us.  Empowerment  is being able

to draw on  an  
"inner

 strength"  that many  women  have. Midori Hotta, in her

essay  
"Women

 and  Power," defines inner strength  as  being the strength  to sustain

oneself  longer than first thought, the strength  to draw out  courage  from within.

As  a  result,  while  not  onlyjust  being able  to influence and  move  others,  we  have

the strength  
"for

 ourselves."  If we  inquire about  this further, certainly  we  may

conclude  that this seifish  strength  is part of  our  humanity, perhaps even  the

sparkling  energy  of  life itself.5

    How  can  we  forge this "inner

 strength"  for TESL?  One facilitator gave an

assignment  for the next  week  to give a  speech  on  any  topic. The  way  of  giving

the speech  need  not  conform  to European and  American ways  of  giving speeches,

but we  were  to speak  as we  wished,  and  reading  a  poem  or  a  quotation was  al so

acceptable.  The next  week,  we  heard about  many  diflZerent kinds of  topics such

as  Japanese women  going out  to work,  single  mothers,  women's  problems as

foreign resident  women,  and  favorite artists (painters, musicians,  actors). Women
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who  were  not  thrilled about  giving speeches  read  poems or  paragraphs frorn

books. From giving speeches,  we  students  learned that we  had an  inner strength

to draw on  and  we  could  influence others.  We  were  elated  to find that we  were

Iistened to. We  can  liberate our  potential and  change.  Public speaking  is one  way

of  becoming empowered.

Case  4: [Ib moye  beyond  our  own  prejndice and  discriminatory thinking.

    There are  certainly  many  myths  about  the various  problems surrounding

women  such  as  rape,  sexual  harassment, domestic violence,  sexuality,  and

menopause.  Fbr example,  if we  take rape,  there are  the foIlowing myths:  
"Most

rapes  occur  on  the street, and  are  done by strangers"  or  
"Wbmen

 ask  for rape

because of  the c}othes  they wear  or  the way  they walk."  ln the classroom,  we  can

become  aware  of  our  own  prejudices by talking over  the reality  of  these myths.

Discovering that prejudice and  discriminatory ways  of  thinking lurk inside us

isn't easy  to take, but if we  don't become aware  of  them,  we  won't  be able  to

understand  others.

    When  I was  in graduate school,  I panicipated ln an  antiracist  demonstration

inAmerica. The  only  black man  participant told the demonstrators, 
"We

 all

discriminate against  others  because of  race.  Me,  too. But we  must  start  from

there." For myself,  who  had never  thought about  my  own  hidden prejudlces, it

was  quite a shock.  I learned, howeveg that by recognizing  my  own  prejudicial

ways  of  thinking, I was  able  to change  and  grow. From this change  in my  own

consciousness  l was  able  to cooperate  with  oppressed  groups l do not  belong to.

Like feminist Chicana GloriaAnzaldua says,  
"Vela

 are  not  all oppressed  in the

same  waM  but we  can  sympathize  with  others  who  aie  oppressed.6"  Even though

there is notjust  one  way  we  are  all oppressed,  we  learn that we  can  act  together

with  other  groups on  political issues.

What  Can  I Do  for Ybu?

    I'm sure  you've heard the scream  of  the 
"you"

 who  
"went

 to an  intemational

conference  but wasn't  able  to have any  meaningful  exchange"  or  
"If

 on}y  I had

been able to explain  the situation of  women  in Japan to the foreigner I met  before."

What  canIdo  for "you"?
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    I happened to have a chance  to go to America as  an  exchange  student.  I

studied  English as  a  tool to live in the United States and  majored  in Women's

Studies, and  now  I've fbund ajob  teaching English. Women's Studies taught me

to see  thingsIwasn't able  to see  before. Ialso learned that it is important to start

from myself.  A  feminisrn supponive  of  many  women  embraces  new  ideas and

talks of  our  diversity in plural form. 
"Feminism"

 becomes `CFeminisms."

 VVe

have difficulty working  together because we  are  not  just 
"women."

 There are

many  differences among  women,  for example  First World vs. Third World, career

women  vs.  full-time housewives, women  who  canlcan't  speak  English, and  so

on,  and  these create  a  hierarchy and  divide us. Nonetheless, on  the one  hand as

we  recognize  our  differences, we  can  create  non-hierarchical,  non-divisive

relationships, and  then work  toward  the  possibility of  global solidarity  with  people

of  all oppressed  groups.

    
'Ib

 become the protector of  the 
"I"

 of  the oppressed  group I'm a member  of

and  the ally of  the 
"you"

 of  the  oppressed  groups I'm not  a  member  of,  I want  to

teach and  learn English as  a resource  for building solidarity  and  resistance.
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